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その他の設定

通常モード
↓

SIGNAL  SEL ：ボタンの操作をシグナル音で楽しむ〈VX707〉（P.51 参照）
BEEP  SELECT ：ボタン操作を音で確認する〈VX505〉（P.51 参照）

↓
ROTARY  SEL ： D.J エンコーダーを回す動作で操作できる機能を設定する（P.51 参照）

↓
ICON  SELECT ：アイコンの表示を選ぶ（P.52 参照）

↓
MUTING  SEL ：ナビミュート時の本機の音量を設定する（P.53 参照）

↓
SPEANA  SPEED ：スペアナ表示の動きの速さを設定する（P.53 参照）

↓
MUTE  KEY  SEL ： MUTE （ATT）ボタンの機能を設定する（P.54 参照）

↓
TITLE  SCROLL ： MDタイトルをスクロールさせる（P.54 参照）

↓
DVD  IN  SET ：サウンドソース切り替え時の外部入力の有無を設定する（P.55 参照）

↓
HUMAN  EQ  SET： HEQ の音質調整モードを設定する（P.55 参照）

設定する機能を選ぶ

お知らせ
各機能が表示されている間（約10秒間）に次の操作をしないと，自動的に通常モードに戻ります。

q SEL ボタン（D.J エンコーダー）を2回押す。

w D.J エンコーダーを回す。
¡右に回すと，次のように切り替わります。（左に回す：逆回り）
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D.J エンコーダー

機能コントロールモード

通常モード
↓

サウンドコントロールモード（P.36 ～ 42 参照）
↓

機能コントロールモード（P.50 ～ 55 参照）

機能コントロールモードにする

D.J エンコーダー（SEL ボタン）を押す。
¡ボタンを押すごとに，モードが次のように切り替わります。 PUSH

SEL

モードセレクト

お知らせ
設定・調整の途中では通常モード
のボタン操作ができませんので，
いったん通常モードに戻してくだ
さい。

● D.J エンコーダーを回す動作で操作できる機能を設定する

w D.J エンコーダーを左右に倒す。

w D.J エンコーダーを左右に倒す。
¡右に倒すごとに，次のように切り替わります。（左に倒す：逆回り）

¡右に倒すごとに，次のように切り替わります。（左に倒す：逆回り）

●ボタン操作をシグナル音で楽しむ〈VX707〉

ボタンを押したときに出る音（操作音）を設定します。［初期設定：SIGNAL  SOUND／レベル 3］
シグナル音は操作パネルの開閉時などにも鳴り，操作を楽しく演出します。

ボタンを押したときに出る音（操作音）の有無を設定します。［初期設定：BEEP  ON］

シグナル（効果音）

SIGNAL  SOUND ：センタースピーカーから操作ごとに違ったシグナル音が出る。
↓

SIGNAL  BEEP1 ：センタースピーカーから操作音が出る。（ビープ音1）
↓

SIGNAL  BEEP2 ：センタースピーカーから操作音が出る。（ビープ音2）
↓

SIGNAL  BEEP3 ：センタースピーカーから操作音が出る。（ビープ音3）
↓

SIGNAL  OFF ：操作音をなくす。（出なくなる）

q 機能を“SIGNAL  SEL”にする。（P.50 参照）

D.J エンコーダーを回す動作で操作できる機能を好みに合わせて設定できます。
［初期設定：ROTARY  HEQ］

D.J エンコーダー設定

ROTARY  HEQ ：ヒューマンイコライザーの音質調整を操作できる。
（右に回す：UP方向の切り替え／左に回す：DOWN方向の切り替え）

ROTARY  VOL ：音量調整を操作できる。
（右に回す：音量が上がる／左に回す：音量が下がる）

ROTARY  UP/DW：サウンドソースごとにそれぞれの操作ができる。
〈TUNER〉周波数設定〈CD，MD，CHANGER〉選曲
〈TAPE〉巻戻し／早送り，TPS（頭出し）
（右に回す：UP方向，送る／左に回す：DOWN方向，戻る）

q 機能を“ROTARY  SEL”にする。（P.50 参照）

BEEP ON ：センタースピーカーから操作音が出る。（ビープ音）
↓

BEEP OFF：操作音をなくす。（出なくなる）

ビープ音

w D.J エンコーダーを左右に倒す。
¡右に倒すごとに，次のように切り替わります。（左に倒す：逆回り）

q 機能を“BEEP  SELECT”にする。（P.50 参照）

●ボタン操作を音で確認する〈VX505〉

2回押す

PUSH

SEL

2回押す

PUSH

SEL

2回押す

PUSH

SEL

↓

↓

c : レベルが上がる
d : レベルが下がる

e D.J エンコーダーを上下に倒して，音量レベルを調整する。〈レベル1 ～3〉
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